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います。商品に付けられたIDタグをデパートなどでもよく見
かけるようになりました。企業で使われるシステムにおいても、
RFIDを活用したサプライチェーン管理システムなど多くのユ
ビキタスソリューションが提案され、現場の状況をリアルタイ
ムで把握するための、経営戦略ツールなどとしても使われ始
めています。RFID技術が急速に社会に浸透していることに驚
かされます。これらは、まだほんの入口であり、RFIDには、ま
だまだ多くの応用用途が考えられます。技術者でなくとも、
みなさんひとり一人が、こんなことができる、あんなこともで
きると、様々な使い道を思いつくことができると思います。ま
さに、これこそがRFIDが無限の可能性を秘めたキーテクノロ
ジであることを意味しています。
　このように期待されるRFID技術ですが、それだけでユビキ
タス社会が実現できるものではありません。その背景には、
コンピュータに代表されるプラットフォーム技術、ネットワー
クなどのインフラ整備、さらには、様々なサービスを提供する
ためのソフトウェアやソリューションが相まって現実のものと
なってきます。NECは、ユビキタス社会を実現する上で核とな
る、これら多くの技術、製品、サービスを合わせ持つ、数少
ない企業です。NECにしかできない強みを活かし、これらを融
合させ、様々な観点からユビキタスソリューションを考案し、
実現に向け取り組んでいます。

1. まえがき

　ユビキタスという言葉が使われ始めてどれくらい経つで
しょうか?「いつでも、どこでも」などという非常に曖昧な言葉
で表現され、技術者である我々でさえ、全くイメージできなかっ
た、この不思議な言葉が流行語のように使われていたのも今
は昔、RFID技術の登場により一気に「現実の社会で役に立つ
もの」として、製品化や環境整備が進んでいます。ユビキタ
スとは、技術的な観点で見れば、コンピュータや様々なIT機
器同士をシームレスで安全なネットワークを介して有機的に
結びつける技術や利用方法だと思いますが、むしろそうした
方法論よりも、現実社会の中において、我々の生活をより快
適なものにするためのもの、あるいは仕事を効率化するため
のものであり、IT技術を意識せずに利用できるようにする手段
と理解した方が良さそうです。このような快適な社会を実現
するため、NECは様々な観点からユビキタス社会の実現に向
けた取組みを行っています。

2. ユビキタス社会実現に向けたNECの取組み

　RFIDは、ユビキタスを具現化する1つのキラーデバイス技
術として、ユビキタスの普及に大きな役割を果たすものと期
待され、官民挙げての実証実験が盛んに行われています。そ
して今では実用段階に入ったソリューションも登場し、Suicaや
Felicaに代表されるような電子マネーも急速に普及が進んで

RFID技術の登場により、具体的なユビキタスソリューションのひとつの形が見えてきました。一方、ユビキ
タス社会の実現には、背景にあるプラットフォームや社会インフラの整備も重要になります。NECは、様々な
観点からユビキタス社会の実現に向けて取り組んでいますが、中でも特に重要な高可用性プラットフォーム戦
略の意義と、その取り組みの1つとして本年1月23日に発表した新ftサーバに焦点をあてて紹介します。
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3. 求められる高可用性プラットフォーム

　ユビキタス社会においては、図1に示すように私達の生活空
間の至るところにIT技術が浸透し、活用されるようになります。
ショッピングをする時、電車やバスに乗る時、あるいは、外出
先で仕事をする時も会社の席に居るのと変わらない環境で仕
事をできるようになっているかもしれません。このような環境
を実現するIT機器には、おのずと従来の基幹システムのような
可用性と、誰にでも使いこなせるユーザビリティが同時に求め
られます。社会基盤として様々な場所で、あたかも当然のよう
に利用されるとなると、そのIT機器にトラブルがあった場合の
影響は計り知れません。たとえば、東京証券市場でのIT機器
のトラブルとその影響の大きさは記憶に新しいことでしょう。
　このような重要なシステムに堅牢性が求められることは当
然ですが、身近な場面でも多くの事例が考えられます。たと
えばコンビニのおサイフケータイの決済用のサーバが停止し
た場合、入場管理用のセキュリティサーバが停止した場合な
ど考えるときりがありません。また、これだけ様々な場面に普
及してくると、一部の限られたエンジニアだけが運用するわ
けにはいかず、高い可用性を備えつつも誰にでも簡単に使え
るシステムであることが必要となります。

4. ftサーバの製品化

　以前から銀行の勘定系システムや列車の運行管理システム
のように非常に重要なシステムでは、メインフレームコン
ピュータや、クラスタシステムによって高い可用性を実現して

いました。これらは今後も利用され続けられるでしょうが、ユ
ビキタス社会においては、これら限定された範囲に限らず、
より身近なところにあるIT機器にも高可用性が求められるよ
うになってきました。そのような用途に誰にでも簡単に使える
製品でありながら、可用性を高めた製品が求められていまし
た。この期待に応えて、NECは2001年6月に米国Stratus社と共
同で、以下のコンセプトに基づき、IAサーバをベースとして可
用性を飛躍的に高めたftサーバを製品化しました。
(1)無停止型

ハードウェアを二重化することで、いずれか一方が故障し
ても運用を継続する。
(2)無停止保守

システムの運用を継続したまま、故障した部品を交換でき
るようにする。
(3)汎用ソフトウェアを利用可能

誰でも容易に使えるように、汎用のOS WindowsやLinuxを
搭載し、汎用サーバと同様の運用操作性を実現

5. 社会に浸透し始めたftサーバ

　IT機器の重要度が年々高まるにつれ、ftサーバの止まらない
ことの利点が広く認知されるようになり、今では官公庁、金融、
医療、製造・プロセス、流通、通信、サービス業など実に様々
な業種で利用されています。最近では、生産管理、物流管理
などの企業のサプライチェーンを構築する基幹サーバとして活
用されている事例を多く目にします。これらに共通する要素は、
一瞬たりともシステムの停止が許容できないということです。
その点ftサーバは停止時間が全くなく、その利点を最大限に生
かせる用途だと思います。実はこのサプライチェーン管理の用
途は、RFIDの用途とも一致するケースが多く、RFIDとftサーバ
を活用したサプライチェーンは企業のシステム構築における非
常に効果的な武器となり得ると言えます。

6. NEDOの支援を受けて製品化された新ftサーバ

　ftサーバの市場での認知が進むにつれ、ユビキタス社会での
プラットフォームとして期待する声が高まり、この勢いをさらに
加速するために、約2年半前から自社技術によるftサーバの研究
に取り組んできました。それまでも、Stratus社との協業によりft
サーバを製品化してきましたが、最新の技術トレンドへの追従、
広くお客様に使って頂くための価格低減、お客様からの多様な

図1　ユビキタス社会のネットワーク
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要求に応えるためには、NECの強みであるハードウェア開発技
術力を生かした自社開発が必要との判断によるものです。この
取組みは、新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)の「半
導体アプリケーションチッププロジェクト」の目的とも合致し、
その支援を受ける形で製品化が進められ、2006年1月23日に発表
されています(写真1)。

7. 新ftサーバ

　新ftサーバの開発に当たっての命題は、最新の技術トレンド
に追従しつつも、お客様に幅広く使っていただくためにftサー
バを汎用サーバに限りなく近づけ、誰でも容易に使えるように
することにありました。
(1)デターミニズム

ftサーバの基本的な思想は至って単純です。2つのハード
ウェアを用意し、それらを常に同期して動作させておくこと
で、仮にどこかが故障しても正常な方が動作を継続するこ
とでシステム全体として継続動作を保証できるというもの
です。具体的に言うと、CPUはクロック信号に同期して動作
するものであり、2つのCPUに外部から同じ信号を入力すれ
ば、必ず同じ動作をするはずです。この特性をデターミニ
ズムと呼んでいますが、従来のCPUであれば確かにそうな
のですが、最新の高速なCPUやテクノロジを使うと必ずし
もそうはなりません。これは、PCI-Expressに代表されるよう
な非同期インタフェースが利用されるようになったことや、
クロックのゆらぎによって同期しない部分が存在すること
に起因しています。これが、最新のCPUやテクノロジを採
用するに当たって、解決しなければならない最も困難な問
題でした。
(2)GeminiEngine

従来のftサーバでは、2つのハードウェアが同期していること

を両方のPCIバスの動作を比較することで判断していまし
たが、先にも述べたように非同期のPCI-Expressインタ
フェースを持つ最新のサーバでは、同じ方式による同期の
維持が難しいと考えられていました。このため、新ftサーバ
の開発に当たっては、完全な同期が難しいのなら、ある程
度の同期ずれは許容し、仮にずれ幅が大きくなった場合も
瞬時に補正できる仕組みを備えることで、この課題の解決
に取り組むことにしました。
その成果が新開発のLSI "GeminiEngine"です。GeminiEngine
は、図2に示すようにメモリやFSB制御を含むチップセットの
機能と、クロスリンクを通して両系を接続し、二重化を制御
する機能を備え、両系の同期を維持すると同時に同期ずれ
を整理します。同期ずれを検出した場合も、ある一定レベル
までは許容動作を継続しますが、許容レベルを超えた時に
はGeminiEngineの高速再同期の機構によって瞬時に完全同
期の状態に復帰します。これは数百ミリ秒の時間内に行わ
れ、ソフトウェアや利用者は何ら意識する必要もありません。
ま た、 従 来 のftサ ー バ で は5チ ッ プ だ っ た 機 能 を
GeminiEngine 1チップに統合することで、装置の小型化、
コスト削減、信頼性向上にも寄与しています。
(3)ハードニングドライバ

新ftサーバのソフトウェアは、標準のOSにハードニングされ
たデバイスドライバを付加することで実現しています。ハー
ドニングとは、「強固にする」という意味ですが、具体的には、
標準のドライバをベースに、無停止保守を実現するための
デバイスホットスワップ機能と、故障時も業務を継続でき
るようにフェールオーバ機能の2つを付加することです。こ
のほかに、GeminiEngineにアクセスし、システムの二重化
を制御する特別な役割を担うドライバが存在します。本来

写真1  新 ft サーバ Express5800/320Faシリーズ

図2　GeminiEngine を用いたシステム構成
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ならOS内部の機能として実装してもよいほどの重要な機能
ですが、Gemini Engineが１つのI/Oデバイスであるかのごと
く、その制御をデバイスドライバとして実装しています。こ
のように、ftサーバ化するための仕組みを、OSそのものから
完全に切り離し、デバイスドライバとして実装することで、
汎用サーバに極力近づけ、ソフトウェアの生産性や保守性
を向上させています。
(4)フルモジュール構造とEXPRESSSCOPE

ftサーバの重要な要素に保守性があります。システムを稼
動したまま部品交換できることは、ftサーバとしてもはや当
然のことですが、より広く使って頂くためには、交換する
場所がひと目で分かり、誰にでも簡単に交換できることが
重要になります。まず、故障箇所を容易に判別する手段と
して汎用サーバと同様にEXPRESSCOPEを搭載しました。ft
サーバの保守交換は、汎用サーバと異なり稼動した状態で
行われることが常であり、的確な被疑指摘が必要不可欠に
なります。構造的にもフルモジュール化、ケーブルレス化
により、前面または背面からすべての部品を簡単に交換で
きるようにしています(写真2)。
(5)設置環境

従来、可用性を求めるサーバは環境の良いマシン室に設置
されるのが常でしたが、市場への浸透が進むにつれ、実に
様々な場所で使われるようになってきました。たとえば、
生産管理システムとして導入されたftサーバは工場のライン
の中に設置されることもある一方、業務ソフトを利用してい
るお客様は事務所に設置するなど多様な環境の中で使われ
始めています。これに伴い、静音化や、塵埃対策などを求
められることも多くなり、水冷や吸音マフラーを搭載したモ

デルを用意しています。今後、ユビキタス社会が浸透する
につれ、ftサーバも様々な環境で利用されることが想定され、
製品のさらなる可用性追求と同時に、耐環境についても様々
な提案を推進していきます。

8. むすび

　ユビキタス社会の発展を支えるために、NECが取り組んで
いる高可用性プラットフォーム戦略の1つとして、新ftサーバ
を紹介させて頂きました。
　NECは、汎用サーバの可用性を飛躍的に高めるクラスタと
ftサーバという2つの高可用性の技術と製品を持つ、数少ない
企業の1つであり、これらの特徴を適材適所で活かし、お客様
からの様々な要求に応えるソリューションを提供することで、
ユビキタス社会の発展に貢献していけるものと考えています。

写真2　モジュール構造
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